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除染の目的 除染とは？ 

環境省「除染情報サイト」より作成 

福島第一原発事故により、大気中に放出された放射性物質が、雨などにより地上に降下
し、広範囲の地域に渡って建造物、土壌さらには草木などに付着しています。そこで、除
染によりそれらの放射性物質を取り除くなどして、追加被ばく線量の低減化を図っていま
す。
その方法には、放射性物質を、「取り除く」、「遮（さえぎ）る」、「遠ざける」の 3つの
方法があります。これらの方法を組み合わせて効率的な追加被ばく線量の低減化が図られ
ます。
1つ目の方法は、放射性物質が付着した表土の削り取り、枝葉や落ち葉の除去、建物表
面の洗浄といったもので、放射性物質を生活圏から取り除くという方法です。
2つ目の方法は、放射性物質を土などで覆うことです。こうすることで放射線を遮るこ
とができ、結果として空間線量や被ばく線量を下げることができます。
3つ目の方法は、放射線の強さが放射性物質から離れるほど弱くなる（距離の 2乗に反
比例します）ことを利用します。放射性物質を人から遠ざければ、人への被ばく線量を下
げることができるので、立ち入り禁止という措置をとることが考えられます。
現在はこのような方法を組み合わせて、追加被ばく線量の低減のための取組が進められ
ています。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2014 年 3月 31日

関連Q&A
・5章QA1	 除染とは何ですか
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除染実施における目標 除染の目的 除染と線量の減り方 
地域の線量に応じた除染によって、追加被ばく
線量を低減していきます。 

環境省「除染情報サイト」より作成 

この図は事故由来の放射性物質から放出される放射線量の減衰を概念的に示したもので
す。
地域の線量に応じた除染によって、追加被ばく線量を、段階的に低減していくことを目
的としています。
除染を進めることによって、放射性物質の物理減衰などと相まって、放射線量をより早
期に低減することができると考えられています。

本資料への収録日：2014 年 3月 31日

関連Q&A
・5章QA4	 除染の効果について教えてください
・5章QA5	 除染してもまた放射線量が上がってしまうことがあるのですか
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